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牛肉輸出振興活動の状況と今後について 
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マーケティング調査 
 
○現地の競合品（WAGYU）の流通・小売
状況調査 
○解禁前あるいは解禁まもない市場は、
需要調査 

海外でのセミナー開催 
 

○ホテル等を活用した和牛の特徴の解
説セミナー＆試食会 
○展示会・見本市等の活用（特設ス
テージでのセミナー、ブースPR） 
○レストランや料理学校等でオーナー
やシェフに対して和牛の肉質の特徴や
取り扱い方をレクチャー 
○すきやき試食等と一緒に、スライサー
販売事業者と連携しスライス方法・文化
そのものをPR 

ジャパン・ブランドの広報活動 
 

○小冊子の作成（魅力編/カット編） 
○DVDの作成（同） 
○記事広告の掲載 
○ホームページによる発信 
○潜在需要場所への重点配布 など 
 
※さらに和牛統一マークと一体的にPRす
ることを今年度に対応中 
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国内での各種活動 
 
○取り組み内容の情報発信 
・活動報告会 
・情報誌を活用した情報提供 
○輸出拡大戦略の策定 
 
※今後、産地に対する説明会などで情
報提供を行い、一層の連携を図っていく 



ジャパン・ブランドの広報活動の例 
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和牛の魅力編 ９ヵ国対応（英語／仏語／中国語／越
国語／独語／伊語／西語／蘭語／日本語） カッティングガイド 

（英語／日本語） 

和牛の魅力・カッティングガイドの
DVD（英語、仏語、越語） 
PAL（主に東南アジアやEU）・NTSC（主に日
本やアメリカ）に対応 

小冊子 

DVD 



記事広告の掲載 
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「Ohisii10月1日号」（メディアジャパン社・シンガポール）３万部発行 

「Wattention11 ・12月号」（和テンション社・シンガポール） 
４万部発行 



☑一定の商流が確立＆予算が許すならば 
 
→有名人を使ったTV宣伝活動もあり得る 
 
 
☑一定の商流ができるならば、 
 
→世界レストランランキングTOP50の上位が出る試食イベン
トなどで素材提供し、情報発信することもあり得る 
 
 

まだまだできる広報活動（特に欧米） 



○現地のバイヤー等を日本国内へ招へい 
 
○現地に定期的に技術者を派遣し、カット・商品化技術を
普及 
 
○現地店舗に応援技術者を常駐させ、カット技術の伝授に
よる人材育成や店舗の商品陳列指導を実施 
 
○直接、外食レストランを運営 
 
 
 

民間レベルでは次のような内容も実施 



今後の牛肉輸出拡大にむけた検討 
—平成25年度の牛肉輸出拡大戦略の骨子— 
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その１ 和牛統一マークの下に輸出事
業者が結集し、日本産和牛の価値を高
め・維持する行動が必要 

その３ 新しい国や地域には「JAPANESE 
和牛」丸で出航を 
～新しい市場の開拓・プロモーションは
統一看板を掲げて共同で実施すべき 

その２ 日本産和牛の強みを前面に出
したPRが必要 

その４ 消費者への浸透戦略により日本
の和牛を現地で席巻させる 

その５ 現地での浸透には現地の食
文化や食事情との融合が不可欠 

その８ 輸送・流通構造の改善によ
り次なる強みも確保 

その７ 日本国内からの活動で和牛
輸出を活性化させる 

その６ 日本食・食文化、そして何よ
りも日本の食肉技術とともに現地で
普及を 

今後の牛肉輸出拡大に向けた８つの方策 
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その１ 和牛統一マークの下に輸出事業者が結集し、日本産和牛の価値を高め・
維持する行動が必要 

▽外国産牛肉は、ナショナルブランドとして一体的なプロモーションを実施 

一方の日本産和牛は海外でどうか 
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その１ 和牛統一マークの下に輸出事業者が結集し、日本産和牛の価値を高め・
維持する行動が必要 

▽日本産は、国内での売り場と同様に、各地域の銘柄をPRする形で陳列 

悲しいことに、「和牛」という日本語
表示も、アメリカ産WAGYU（極黒牛）
のひきたて役に 

ゆえに、日本産を前面にした 
統一的なＰＲが必要 
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その１ 和牛統一マークの下に輸出事業者が結集し、日本産和牛の価値を高め・
維持する行動が必要 

そのためには、 
○「和牛統一マーク」の積極利用にむけた体制強化と運用見直し
が必要 
○ボックスやパックなど流通から小売に至る各方面で定位置に掲
示し、優位性とともにＰＲすること必要 
 
※これにより無駄な価格競争の防止効果も！ 
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その２ 日本産和牛の強みを前面に出したPRが必要 

・日本産和牛を外国産WAGYUと差別化することが必要 
・和牛統一マークとともに、和牛の特徴をＰＲ 
・海外でのプロモーションでは、個体識別（トレーサビリティ）、血統情報（三代祖まで遡れるこ
と、それを鼻紋で証明していることなど）で管理されていること、日本国内でこれら１頭１頭の
トレサ情報が製品に付与されていることの説明が高評価 
・日本の格付制度による規格の統一感が、マーケットの店頭における見た目感の良さに 
・外国産WAGYUは同一のグレードでも品質差が大きく、返品リスクが高い（イギリスで豪州産
WAGYUを取り扱うレストラン） 

○以下を特に強調したジャパン・ブランドＰＲ素材の強
化を図り、和牛統一マークとともに推進 
純血 
和牛の遺伝的優位性 
個体識別番号（トレーサビリティ）で管理 
格付制度により、品質管理が高く、外国産WAGYUよ

りも品質が一定 など 

○今後は、新たに解禁に
なった市場、既に外国産Ｗ
ＡＧＹＵが一定の流通を占め
ている市場の国ごとのプロ
モーション方法を意識して検
討・作成も（志向、土地柄、
イメージ表現） 



強谷講師による「日本における牛肉の安全性
と消費者の信頼確保にむけた取り組み」と矢
野講師による「和牛の歴史と品質、そしておい
しさ」の解説（ベトナム、ロンドン開催セミナー） 

共通PR資料とし
て一体的なPR 

自社資料を
使用する場
合も、和牛統
一マークを貼
付 
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その３ 新しい国や地域には「JAPANESE 和牛」丸で出航を 
～新しい市場の開拓・プロモーションは統一看板を掲げて共同で実施すべき 

・これまでの状況を踏まえれば、新たに解禁される国・地域のうち特に有望な国・地域では、は
じめから日本の食肉関係者が一体となってプロモーションを行うことが重要 
・新たな国・地域では、大使館などの公館を使用したイベントであれば国を挙げてという効果が
高い（ただし、公益性の高い実施主体が公平性をもって企画する必要あり） 
・過去に海外から日本に売り込みにきた国が産地バラバラで実施したために定着しなかった 
・解禁国において日本産和牛の取扱希望者が照会できる相談窓口を設置する必要がある 

○新しい国や地域が解禁になった際は、個別でなく「Japan Wagyu Beef Export Promotion 
Committee」の看板を掲げて活動を行う 
 
○民間事業者が行う場合も、統一ＰＲ素材を利用し、マークと一体的にＰＲすることを呼び
かけ 
 
○農林水産省ほか関係機関の協力も必要 
 
○日本産牛肉を取り扱いたい場合の現地業者からの相談窓口機能の設置を行う 
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その３ 新しい国や地域には「JAPANESE 和牛」丸で出航を 
～新しい市場の開拓・プロモーションは統一看板を掲げて共同で実施すべき 

今年6月25日に開催したベトナムセミナーでは、日本か
ら約60人もの和牛関係者が参加した 

今年6月30日に開催したロ

ンドンセミナーに参加した
食肉５社の代表者紹介 

農水省の協力 



「JAPAN WAGYU 
BEEF EXPORT 
PROMOTION 
COMMITTEE」を
掲げての活動 

毎回、コンタクト
リストを配布 
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その４ 消費者への浸透戦略により日本の和牛を現地で席巻させる 

・東南アジアでは今後ＢｔｏＣの対応も必要になる。食べ方・調理法の普及が必要になる 
・日本産和牛と外国産ＷＡＧＹＵの違いがわからない者も多い 
  -シンガポールの日本食品紹介イベント「おいしいジャパン」に来場した消費者のうち、49.7％しか 
   わかならい 
  -サンフランシスコのＷＦＦＳでは、来場者（レストラン関係、バイヤー等）のうち、50.4％しかわから 
   なかった 
・アメリカの日系スーパーでも日本産和牛を取り扱うにあたり、しっかりとした他国産ＷＡＧＹＵ
との違いを訴求できる取り組みを熱望 

○国・地域によっては、食べ方や調理法を一層普及できるも
のを整備する 

⇒和牛の魅力を伝えるための料理や調理法の店頭向
け表示資料を提供 

○小売やレストランの店頭で消費者の視覚に訴えることで
日本産和牛を訴求していく 

⇒日系デパートやスーパーなど取扱店舗に対して、和
牛統一マークのシール以外に、マークと和牛の魅力を
伝えるポスター等を重点配備 

 
もって、日本産和牛の消費者意識を浸透していく 

＋ 
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その５ 現地での浸透には現地の食文
化や食事情との融合が不可欠 

その６ 日本食・食文化、そして何よりも
日本の食肉技術とともに現地で普及を 

○オーナーシェフや食材権限をもつ者等
を現地でのセミナーに招き、素材を知って
もらう 
○国別の食文化、志向をより分析 

・部位偏重の解消が必要 
・現地のシェフに現地の料理で使ってもらう（一方的なＰ
Ｒはダメ） 
・地域によっては現地にあった価格水準での提供も必
要 
・現地の習慣も考慮 

・アジアでは日本食レストランの普及が和牛肉の普及に
も貢献 
・アメリカではすし以外の日本食への浸透がまだにつき、
和牛の浸透もまだだが、潜在需要はある。ただし技術
の普及は必要 
・日本食がユネスコ無形文化遺産登録 
・外国産ＷＡＧＹＵが浸透しているＥＵでは和牛を 
日本の文化で包み込み一体的なＰＲが必要 

○和牛肉を使用した日本食を味と目で訴
え、広めていく 
○プロのシェフを活用するとともに、器や箸、
箸置き、カトラリーなどにも「和」を活用する 
○カッティングやスライス技術を普及できる
人材の育成、スライサーのＨｏｗＴｏ等も一
体的に普及 



Japan Wagyu Beef Export Promotion Committee 

その８ 輸送・流通構造の改善により
次なる強みも確保 

その７ 日本国内からの活動で和牛輸
出を活性化させる 

○和牛のカッティング技術は世界に向け
て継続発信 
○例えば、国内で牛肉等が食べられるす
き焼店等のリスト作成 
○キャリオンビーフによる高級贈答品とし
ての活用 
○日本発着のエアラインの機内食にも一
層の利用を促す 

・和牛のカッティング技術の普及は緒についたばかり 
・外国人観光客等を和牛の応援団として確保する必要
がある 
・和牛を日本食とともに情報発信を行う必要があること
から、日本食メニューの情報伝達が必要 

○共同輸送体制の構築を行う必要（担う
べき役割、担える者を十分に検討する必
要あり） 
○国等行政サイドに働きかけを行ってい
く必要がある 

輸出する牛肉には、認定工場の運営経費、ディストリ
ビュータの中間マージンなどがかかってしまうため、輸
送・流通構造の改善にむけた対策が必要（共同輸送、
冷凍品へのシフト、賞味期限の問題） 
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表紙に使った写真の共通項!! 
 



表紙のページを虫眼鏡で拡大して 
見てみてください！ 

• 和牛セミナーの演台やバックパネル、装飾材にはもち
ろん 

• 和牛を伝える講演資料や各種資料にももちろん 
• ロンドンのセミナーで日本側和牛関係者の左胸には
シールが（小里前政務官、林大使の胸にも） 

• カットを行う植村講師のユニフォームにはもちろん 
• ALIC宅間氏など調理スタッフがフロントに出る場合の
エプロンにも 

• 海外で和牛をPRする際はまずはこのマークで認識を 
• 最近は海外需要他、国内需要も高まってます（和牛を
取り扱う店がメニューに貼ったり） 
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• 平成19年４月より、策定を検討 
• 同19年８月に決定し、商標登録を行うとと

もに、（公社）中央畜産会で使用許可・管理
を実施 

• 策定した和牛統一マークは、現在、12ヵ国
および１地域（EU）で商標登録 

• 今後は運用方法について検討が必要 
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『和牛統一マーク』 
【目的】 
国産和牛肉を海外に輸出するにあたり、
日本産品であることの識別を容易にし、
その品質やおいしさ等を海外の消費者
にアピールすることを目的として制定 



国名 登録出願 
商標有効日 
（H22登録日） 

輸出解禁年月 

1 日本 H19.12.4 H20.8.22 ― 

2 米国 H19.12.4 H21.7.28 H17.12 

3 豪州 H19.12.5 H20.7.18 未 

4 香港 H19.12.5 H19.12.5 H19.4 

5 台湾 H19.12.7 H21.1.30 未 

6 シンガポール H20.7.29 H21.6.18 H21.5 

7 
タイ H20.7.28 

H20.7.28 
(H22.8.24) 

H21.7 

8 
ＵＡＥ H20.8.5 

 
(H23.1.23) 

H20.11 

9 ロシア H20.7.25 H21.12.18 未 

10 メキシコ H20.8.26 H21.5.21 H26.2 

11 
カナダ H21.6.22 

H22.9.8 
(H22.9.8) 

H17.12 

12 
ＥＵ（27ヵ国） H21.6.22 

H21.6.22 
(H22.10.28) 

H25.3 

13 フィリピン H24.4.10 H24.6.28 H26.3 
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『和牛統一マーク』 
 商標登録状況 



2013年牛肉輸出量（ｔ） 
果たして2014年は 
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今後の牛肉輸出の拡大には 
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世界に冠たる日本の和牛 
 

名実ともに世界のＮｏ．１食材としての 
地位を確固たるものに！ 
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